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本研究は、イェルネが 1974年に提案した idiotypeネットワーク仮説 [2]に従い、リンパ球
間の相互作用を非対称にしたネットワークモデルを採用している o 非対称型相互作用に基づい




































触させることで相互作用している o 実際、 idiotypeを詳細に観察すると、他のリンパ球を認識
するレセプタ一部位と認識されるリガンド部位とで構成されており、それぞれ paratope及び
idiotopeと呼ばれている。一方、抗原は epitopeと呼ばれる固有のリガンド部位のみを持つ。










X叶 1= X九十bX吋An十Xη)-b'(Xη)2 _ dXn + s 、 、 ， ， ????、 、
ここで、 Aは抗原のポピュレーションを指し、パラメータ s、dはそれぞれ idiotypeの配給
率及び減衰率である o


























(bA -d) +イ(bA-d)2 + 4(b' -b)s 
X(A) = 
2(b' -b) (3) 
となり、抗原AのnullclineA(X)は、













































図2は、 A-X相空間上にこれら nul1cline及び図 1の免疫記憶応答を示す軌道を重ね書きした
ものである。図2においてまずX-nullclineの形に注目すると、その曲線が A=l.Oの近傍で急
激に立ち上がり、加えて変数Xの微分符号がこの曲線の左右でマイナスからプラスへ変わるこ
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図4:X，A-nullcline及び、1.1unitsのviralな抗原を二度投与した際に観測された免疫記憶応答
の軌道 (10ステップ毎にプロット(十))を重ね書き (a)自己増殖率 a:10-4 (b)自己増殖率 a:
10-6 
から X(A)=αjbへ変更される。
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